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浜岡砂丘

当
社
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
３

Ｄ
点
群
ソ
フ
ト
を
導
入
し
ま
し

た
。３

Ｄ
点
群
と
は

３
Ｄ
点
群
と
は
、
物
体
や
環
境

の
形
状
を
三
次
元
空
間
で
表
現
す

る
た
め
の
デ
ー
タ
の
集
ま
り
で
す
。

こ
の
技
術
は
、
レ
ー
ザ
ー
ス

キ
ャ
ン
、
写
真
測
量
な
ど
で
得
ら

れ
、建
物
の
設
計
や
地
形
の
解
析
、

製
品
の
検
査
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
Ｄ
点
群
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
現
実
の
物

体
や
環
境
を
高

精
度
に
再
現

し
、
効
率
的
な

作
業
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

下
の
画
像
は

一
見
、
た
だ
の

川
の
堤
防
の
写

真
に
見
え
ま
す

が
、
実
は
座
標

デ
ー
タ
を
持
っ

た
点
の
集
ま
り
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い
る
の
か
」
を
簡
単
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
後
の
工
事
な
ど
で
管
の
位
置

を
探
し
回
る
手
間
が
省
け
、
効
率

的
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
現
場
で
発
生
し
た

残
土
の
量
もQ

uick3D

を
使
え

ば
簡
単
に
計
測
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
従
来
は
計
測
に
人
手
も
作

業
時
間
も
多
く
か
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、Q

uick3D

で
の
計
測
は
、

一
人
で
な
お
か
つ
短
時
間
で
正
確

な
測
定
が
可
能
な
た
め
、
作
業
の

進
捗
を
よ
り
簡
単
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
り
現
場
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
効
率
的
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
３
Ｄ
点
群
は
現

場
の
測
量
と
計
測
に
役
立
ち
、
従

来
の
手
作
業
に
よ
る
測
量
と
比
べ

て
、
迅
速
か
つ
高
精
度
で
広
範
囲

を
計
測
で
き
る
た
め
、
建
設
現
場

の
正
確
な
寸
法
や
形
状
を
把
握
す

る
の
に
非
常
に
効
果
的
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
設
計
や
施
工
の
前
提

と
な
る
現
場
デ
ー
タ
が
精
確
に
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

活
用
し
て
み
て

「
新
た
に
導
入
し
た

Q
uick3D

を
実
際
に

現
場
で
使
用
し
て
、
送

水
管
の
計
測
や
残
土
の

計
測
を
行
っ
て
い
ま

す
。
実
際
に
使
用
し
て

み
て
そ
の
効
果
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

送
水
管
を
布
設
し
た

際
、
そ
の
位
置
を
点
群

デ
ー
タ
と
し
て
記
録
す

る
こ
と
で
、
将
来
的
に

「
ど
こ
に
管
が
入
っ
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
　
３
Ｄ
点
群
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一
月
六
日
（
月
）、
令
和
七
年
の
新

年
安
全
祈
願
祭
並
び
に
仕
事
始
め
の
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
で
は
、
高
松
神
社
中
山

神
官
様
を
お
迎
え
し
、
社
員
・
協
力
会

社
の
皆
様
一
同
の
無
事
安
全
と
会
社
の

発
展
を
祈
願
し
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
く
仕
事
始
め
の
式
で
は
、
社
長
よ

り
年
頭
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
実
績
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
本
年
の
目
標
や
安
全
へ
の
協
力
が

あ
り
、全
社
員
・
協
力
業
者
一
丸
と
な
っ

て
新
し
い
年
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意

を
新
た
に
い
た

し
ま
し
た
。

参
加
し
た
社

員
・
協
力
会
社

一
同
、
新
年
の

決
意
を
胸
に
、

気
持
ち
を
新

た
に
業
務
に
取

り
組
む
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し

た
。 新

年
安
全
祈
願
祭
・

新
年
安
全
祈
願
祭
・

仕
事
始
め
の
式

仕
事
始
め
の
式

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
も
無
事
に
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
弊
社
に
関
係
す
る
方
々
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思

い
ま
す
。心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
抱
負
と
し
ま
し
て
は
、
今
年

は
還
暦
の
六
十
歳
の
巳
年
で
年
男
と
な

り
ま
す
。
巳
年
と
い
う
と
あ
ま
り
良
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
せ
ん
、執
念
深
い
、

し
つ
こ
い
等
々
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
巳
年
生
ま
れ
の
人
は
同
情
心

が
厚
く
人
の
為
に
つ
く
す
と
い
う
面
も

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。人

の
為
に
つ
く
す
と
い
う
こ
と
で
事

業
部
全
体
で
協
力
し
合
い
、
職
場
の
環

境
を
よ
く
し
、
働
き
や
す
い
場
所
へ
と

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も

い
ろ
い
ろ
と
至
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
一
致
団
結
し
て
よ
り

良
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

新
年
を
迎
え
て
、
早
く
も
一
月
が
経

ち
ま
す
。
昨
年
は
元
旦
早
々
、
能
登
半

島
地
震
、
九
月
に
は
能
登
半
島
豪
雨
、

ま
た
、
八
月
に
は
初
め
て
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

建
設
業
は
地
域
に
密
着
し
、
地
域
貢

献
を
す
る
事
が
義
務
で
あ
り
ま
す
。
災

害
時
に
は
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
体
制

を
関
係
者
の
方
々
と
協
力
し
合
い
、
今

後
も
維
持
・
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

事
業
部
の
新
年
の
抱
負
と
し
ま
し
て

巳
の
よ
う
に
再
生
と
変
革
を
起
こ
し
な

が
ら
、
社
会
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、

新
し
い
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
、
そ
し

て
基
本
で
あ
る
「
安
全
」
を
最
優
先
に

安
全
・
安
心
な
職
場
、
働
き
や
す
い
魅

力
あ
る
会
社
と
な
る
よ
う
、
社
員
全
員

で
考
え
、
協
力
し
合
い
実
現
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
る

事
を
御
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
末
に
二
十
年
の
余
継
続
出
来
て
い
た

無
事
故
無
災
害
記
録
が
、
途
絶
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
事
故
内
容
と
す
れ
ば
休
業
四
日
以

上
の
労
働
災
害
で
し
た
。
こ
の
事
故
に
関
す

る
是
正
処
置
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
日
々

の
安
全
管
理
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
、

安
全
朝
礼
の
強
化
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
活
動
の

活
性
化
、
事
故
発
生
時
の
連
絡
体
制
の
再
確

認
等
対
策
を
講
じ
て
、
令
和
七
年
よ
り
心
新

た
に
再
ス
タ
ー
ト
す
る
様
に
事
業
部
一
丸
と

な
り
、
安
全
第
一
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
邁
進
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
、
異
常
な
寒

さ
、
大
雪
、
春
と
秋
の
季
節
の
変
化
や
六
月

よ
り
十
月
で
の
気
温
上
昇
に
よ
る
熱
中
症
予

防
対
策
や
、
コ
ロ
ナ
あ
る
い
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
含
む
感
染
症
対
策
等
や
、
業
務
上
で

の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
健
康
被
害
等
労
働
衛
生

上
で
の
問
題
発
生
も
あ
わ
せ
て
健
康
第
一
で

令
和
七
年
も
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
年
の
抱
負

新
年
の
抱
負

事
業
部　

部
長

落
合
雅
敏

取
締
役
事
業
本
部
長

藤
原
茂
伸

常　

務
山
下
茂
俊
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世
の
中
拝
見

坂
間 

清

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
の
一
員
と
し

て
道
路
啓
か
い
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。有

事
の
際
に
は
、
建
設
業
の
使
命
と

し
て
出
動
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

継
続
し
て
連
携
を
図
っ
て
地
域
の
安
全

を
守
る
増
田
組
と
し
て
重
要
性
を
再
認

識
で
き
ま
し
た
。

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
・
御
前
崎
市
合
同

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
・
御
前
崎
市
合
同

道
路
啓
か
い
訓
練

道
路
啓
か
い
訓
練

10

食
糧
自
給
率

ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
就

任
し
、
数
々
の
大
統
領
令
に
署
名
し
て
い

ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
不
確

実
性
の
要
素
が
多
く
、
な
か
で
も
関
税
政

策
を
就
任
前
か
ら
打
ち
出
し
世
界
中
の
関

心
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

日
本
国
内
で
は
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り

猛
暑
が
続
き
、
昨
年
は
米
の
価
格
の
高
騰

や
異
常
気
象
に
伴
う
影
響
で
野
菜
や
果
物

が
異
常
な
価
格
と
な
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ

る
商
品
の
値
上
げ
が
続
い
て
い
ま
す
。
今

年
は
４
月
以
降
賃
上
げ
に
伴
う
価
格
改
定

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
消
費
者
物
価
は
値

上
げ
ば
か
り
で
エ
ン
ゲ
ル
係
数
も
上
が

り
、
生
き
て
い
く
う
え
で
最
も
重
要
な
食

を
制
す
る
も
の
は
、
全
て
を
制
す
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
食
糧
自
給
率

統
計
に
よ
り
ま
す
と
２
０
１
７
年
の
日

本
の
食
糧
自
給
率
は

38
％
で
、
62
％
は
輸

入
に
頼
っ
て
お
り
ま

す
。
先
進
国
で
は
最

低
水
準
で
す
。
参
考

ま
で
に
カ
ナ
ダ
は
２
６
６
％
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
２
０
０
％
、
ア
メ
リ
カ
は

１
２
５
％
、
イ
ギ
リ
ス
65
％
、
イ
タ
リ
ア

60
％
、
ス
イ
ス
51
％
で
す
。

日
本
も
戦
後
１
９
４
６
年
の
自
給
率
は

88
％
で
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
ゆ
る
や
か
に

下
が
り
は
じ
め
平
成
に
入
る
と
50
％
に
割

り
込
み
２
０
０
６
年
は
40
％
前
後
と
な
り

ま
し
た
。

減
少
の
要
因
と
し
て
戦
前
は
国
内
生
産

が
主
な
米
、
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
食
事
が

中
心
で
し
た
が
、
戦
後
は
復
興
に
伴
い
食

生
活
が
欧
米
風
に
変
化
し
、
国
内
生
産
が

少
な
く
外
国
か
ら
の
輸
入
頼
り
の
小
麦
を

使
っ
た
パ
ン
、
飼
料
や
原
料
の
多
く
を
輸

入
に
頼
る
畜
産
物
（
肉
類
）
油
脂
類
の
消

費
の
増
加
。
ま
た
平
地
面
積
の
狭
い
日
本

で
は
広
い
牧
場
の
確
保
や
大
量
の
飼
料
の

生
産
が
難
し
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
食
品
や

飼
料
は
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で

す
。も

し
異
常
気
象
や
天
候
不
順
、
あ
る
い

は
国
際
情
勢
な
ど
何
ら
か
の
理
由
で
輸
入

が
途
絶
え
た
ら
ど
う
な
る
か
、
ま
た
爆
発

的
な
世
界
の
人
口
増
加
に
よ
り
地
球
規
模

で
の
食
糧
不
足
な
ど
、
そ
の
た
め
自
給
率

を
向
上
さ
せ
る
対
策
が
早
急
に
必
要
な
状

況
で
す
。

対
策

①
耕
作
放
棄
地
の
利
用
。
農
地
面
積
の

25
％
減
少
の
解
消
。

新
規
就
農
へ
の
支
援

制
度
や
農
業
法
人
へ

の
就
職
促
進
。
行
政

や
民
間
を
問
わ
ず
農

業
へ
の
支
援
。

②
農
業
生
産
力
の
向
上
。
農
業
人
口
の
都

市
部
へ
の
人
口
流
出
が
50
年
で
７
０
０
万

減
少
。
人
口
減
少
に
伴
い
、
農
作
業
の
省

力
化
、
効
率
化
、
先
端
技
術
の
導
入
に
よ

る
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
へ
進
化
。

③
地
産
地
消
。
そ
の
土
地
、
気
候
風
土
に

適
合
し
た
食
物
を
食
べ
る
。

④
食
品
ロ
ス
を
な
く
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
お
り
ま
す
が

年
間
１
９
０
０
万
ト
ン
の
ロ
ス
の
解
消
。

⑤
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
。
AI
や
Ｌ
ｏ
Ｔ
な
ど
の

最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
食

問
題
を
解
決
。

今
、
飢
餓
に
苦
し
ん
で
い
る
人
の
数
は

全
世
界
で
約
10
億
人
。
世
界
の
人
口
の
約

７
人
に
１
人
で
す
。
ア
フ
リ
カ
で
は
約
３

人
に
１
人
が
飢
餓
状
態
と
言
わ
れ
、
私
た

ち
日
本
人
の
食
糧
自
給
率
に
限
ら
ず「
食
」

に
対
す
る
危
機
感
を
も
ち
、
考
え
を
改
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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昨
年
の
十
二
月
初
旬
か
ら
感
染
者
が

急
激
に
増
え
、
年
末
年
始
に
辛
い
正
月

休
み
を
迎
え
た
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
今
は
ま
だ
感
染
し
て
い
な
い
方
で

も
ど
こ
か
ら
感
染
す
る
の
か
、
重
症
化

や
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る

た
め
、早
期
予
防
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

簡
単
に
始
め
ら
れ
る
対
策
と
し
て
は

マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
う
が
い
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
腸
活
を
始
め
て
み
る
の

も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
毎
日
の
食

事
の
中
に
善
玉
菌
を
含
む
（
発
酵
食
品

等
）
食
品
を
取
入
れ
た
り
、
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
た
り
し
て
質
の
良
い
睡
眠
の
確

保
や
免
疫
力
の
ア
ッ
プ
に
よ
り
感
染
リ

ス
ク
を
抑
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

病
気
に
負
け
な
い
健
康
な
身
体
を
内

側
か
ら
鍛
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

年度安全標年度安全標語語〈〈一歩の安全一歩の安全  未来の安心未来の安心
慣れた作業のみえない危険慣れた作業のみえない危険〉〉

2月安全努力目標

行
事
記
録
（
12
27
〜
1
26

）

12
1
～
1
15	

建
設
業
年
末
年
始
労
働
災
害
防
止
強
化
週
間

12
28
～
1
5	

冬
季
休
暇

1
6	

㈱
増
田
組	

新
年
安
全
祈
願
祭
・
仕
事
始
め
の
式

1
8	

中
電
不
動
産
㈱
新
年
安
全
祈
願
祭

	

袋
井
建
設
業
協
会「
新
年
の
つ
ど
い
」

1
9	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

1
15	

掛
川
法
人
会
青
年
部
会
理
事
会
・
掛
川

1
16	

御
前
崎
市
商
工
会
新
年
祝
賀
会

	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
全
体
会

1
17	

西
部
地
域 

情
報
伝
達
訓
練 

兼 

道
路
啓
開
合
同
訓
練

1
24	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

	

Ａ
Ｍ
Ｆ
推
進
協
会 

定
期
報
告
会
開
催
・
浜
松

行
事
予
定
（
1
27
〜
2
26

）

1
27	

中
建
青
全
国
大
会
準
備
委
員
会
・
名
古
屋

1
30	

高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業	

協
力
事
業
所
連
絡
会

2
5	

経
営
事
項
審
査

2
14	

社
会
保
険
講
座
・
年
金
委
員
研
修
会
・
掛
川

作業安全

・一声かけによる不安全行動の排除
・体調管理と感染症予防対策の徹底
交通安全

・夕暮れ時の早めのライトオンの実施
環境目標

・（社内）室内の温度でエアコンのON/OFFを行いましょう
・（現場）工事用車両のエコドライブを心かけましょう

令
和
六
年
十
月
よ
り
増
田
組
に
入
社

し
管
理
営
業
部
配
属
と
な
り
ま
し
た
浅

倉
由
紀
で
す
。

こ
の
た
び
、
歴
史
あ
る
建
設
会
社
の

一
員
と
な
り
ま
し
た
。
身
近
な
道
路
や

建
物
が
完
成
し
て
い
く
様
子
を
見
て
、

建
設
業
が
地
域
の
暮
ら
し
に
必
要
な
こ

と
を
実
感
し
、
自
分
自
身
も
地
域
の
未

来
を
つ
く
る
一
員
に
な
れ
る
こ
と
を
誇

り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
業
界
に
つ

い
て
知
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
新
し
い

こ
と
を
学
ぶ
毎
日
で
す
が
、
先
輩
や
同

僚
の
皆
様
か
ら
多
く
の
知
識
を
吸
収

し
、
一
日
で
も
早
く
即
戦
力
と
し
て
貢

献
で
き
る
存
在
に
な
れ
る
よ
う
努
力
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
困
難

な
場
面
に
直
面
し
て
も
、
常
に
前
向
き

な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
仲
間
と
力
を
合

わ
せ
て
、
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

管理営業部

浅倉 由紀

新
入
社
員
紹
介

新
入
社
員
紹
介

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
注
意

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
注
意

令
和
七
年
一
月
一
日
～

令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日

今
年
も
『
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
ザ
交
通
事
故
in

菊
川
（
交
通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
）

に
参
加
し
ま
す
。
全
員
が
無
事
故
・
無

違
反
を
達
成
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

参
加
者

山
下
・
落
合
雅
・
藤
浪
・

髙
橋
・
志
村

Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
ザ
交
通
事
故

Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
ザ
交
通
事
故  

inin  

菊
川
菊
川


